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第
四
百
七
十
四
回 

青
葉
会
句
会
報 

令
和
七
年
十
月
二
十
三
日(

木)  
 

 

於
：
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階
会
議
室 

ビ
ー
ナ
ス 

 
 

 

選 
 

者 
川
口
孤
舟 

句
会
出
席 

柿
崎
忠
彦 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

豊
田
ゆ
た
か 

 

西
澤
國
護 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

投
句
・
選
句 

熊
谷
く
に
お 
小
早
健
介 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

福
島
正
明 

古
川
百
合
子 

 

 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

梅
崎
く
す
を 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

山
本
三
恵 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

十
三
点 

伊
那
谷
の
晴
れ
て
全
村
柿
す
だ
れ 

 
 
 

康
敏 

 
 

（
く
・
千
・
と
・
清
・
堂
・
ゆ
・
國
・
〇
允
・ 

正
・
昇
・
百
・
啓
・
天
） 

 

十
二
点 

◎
子
も
孫
も
他
郷
に
在
り
て
小
鳥
来
る 

 
 

堂
哉 

 
 

（
く
す
・
孤
・
く
・
健
・
と
・
清
・
康
・
允
・ 

正
・
昇
・
啓
・
け
） 

 

八
点 

◎
待
宵
や
向
か
い
の
寺
の
鐘
の
音 

 
 
 
 

正
己 

 
 

（
く
す
・
孤
・
五
・
千
・
孝
・
國
・
啓
・
天
） 

 

七
点 八

十
歳
あ
っ
と
言
う
間
の
秋
の
暮
れ 

 
 

忠
彦 

 
 

（
く
す
・
た
・
堂
・
國
・
隆
・
正
・
百
） 

◎
鳥
群
る
る
畦
に
転
が
る
捨
案
山
子 

 
  

 
 

昇 
 
 

（
く
す
・
孤
・
健
・
孝
・
亜
・
け
・
〇
盛
） 

 

六
点 ど

こ
か
ら
も
城
見
ゆ
る
街
鳥
渡
る 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
健
・
〇
と
・
清
・
堂
・
け
・
盛
） 

◎
あ
か
あ
か
と
富
士
を
染
め
た
る
秋
夕
焼 

 
 

百
合
子 

 
 

（
孤
・
く
・
と
・
千
・
た
・
己
） 

◎
秋
の
夜
や
孫
の
ゼ
ッ
ケ
ン
縫
い
付
け
る 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
孤
・
く
・
〇
健
・
清
・
百
・
啓
） 

 

五
点 浮

き
雲
の
白
さ
軽
さ
も
秋
の
空 

 
 
 
 
 
  

國
護 

 
 

（
五
・
た
・
清
・
〇
己
・
亜
） 

穂
を
な
す
も
花
を
な
す
の
も
秋
の
草 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
〇
く
す
・
千
・
康
・
正
・
亜
） 

忠
烈
を
語
り
継
ぐ
香
や
墓
の
菊 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
忠
・
健
・
堂
・
昇
・
三
） 

 

四
点 海

峡
の
大
橋
渡
る
今
日
の
月 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

（
五
・
た
・
昇
・
三
） 

秋
う
ら
ら
手
品
の
た
ね
は
明
か
す
ま
じ 

 
 

と
み
子 

 
 

（
忠
・
五
・
千
・
清
） 

◎
林
檎
食
べ
集
団
疎
開
思
い
出
す 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 

（
忠
・
孤
・
隆
・
天
） 

 



  

2 

 

三
点 

◎
月
見
酒
静
か
な
夜
に
酔
い
し
れ
て 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
孤
・
龍
・
允
） 

古
書
街
に
観
光
バ
ス
の
止
ま
る
秋 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
健
・
康
・
〇
昇
） 

黒
紙
に
き
の
こ
の
胞
子
昼
の
月 

 
 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
百
・
亜
・
三
） 

長
皿
を
は
み
出
す
秋
刀
魚
築
地
も
の 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
ゆ
・
隆
・
天
） 

穏
や
か
な
瀬
戸
の
波
間
に
秋
の
月 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
く
・
己
・
允
） 

◎
秋
晴
れ
や
初
孫
入
れ
る
旅
の
風
呂 

 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
孤
・
〇
堂
・
ゆ
） 

◎
身
に
入
む
る
柱
の
傷
や
ペ
ッ
ト
ロ
ス 

    
 
 
 
   

昇 
 
 
 

（
孤
・
龍
・
隆
） 

ひ
と
刷
毛
の
心
安
ら
ぐ
秋
の
雲 

   
   

      
 
 
  

仝 
 
 
 

（
孝
・
正
・
百
） 

◎
検
診
の
医
師
の
つ
ぶ
や
き
そ
ぞ
ろ
寒 

   
   

        

仝 
 
 
 

（
忠
・
孤
・
盛
） 

頬
撫
づ
る
色
な
き
風
の
忍
び
寄
る 

 
 
 
 
 
 
   

仝 
 
 
 

（
龍
・
け
・
〇
三
） 

秋
祭
少
年
剣
士
は
獅
子
と
舞
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

（
千
・
と
・
康
） 

 

二
点 掛

布
団
急
に
取
り
出
す
秋
の
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
た
・
隆
） 

秋
の
通
夜
ひ
孫
五
人
に
救
わ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

（
忠
・
龍
） 

無
花
果
や
甘
さ
ぷ
ち
ぷ
ち
舌
の
上 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
孝
・
昇
） 

秋
澄
め
り
終
の
万
年
筆
に
会
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
〇
孝
・
三
） 

月
光
の
間
暗
き
に
浮
か
ぶ
帯
模
様 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
〇
龍
・
亜
） 

劇
場
前
落
ち
銀
杏
の
匂
ひ
お
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
正
・
天
） 

金
毘
羅
の
神
輿
の
渡
御
や
夜
深
し 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
康
・
己
） 

秋
晴
れ
や
牧
師
の
笑
み
の
過
ぎ
に
け
り 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
天
・
三
） 

信
濃
路
や
続
く
鐘
の
音
秋
の
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
己
・
ゆ
） 

宅
急
便
嬉
し
干
柿
故
郷
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
ゆ
・
百
） 

不
意
打
ち
の
み
じ
か
き
一
生
墓
あ
ら
う 

 
 
 
 

百
合
子 
 
 
 

（
く
す
・
堂
） 

崩
れ
つ
つ
流
る
る
雲
や
秋
夕
焼 

 
 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
己
・
允
） 

仏
壇
に
背
高
き
薄
（
す
す
き
）
西
日
射
す 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
亜
・
け
） 

 

一
点 秋

立
ち
ぬ
高
さ
の
違
う
今
朝
の
風 

 
 
 
 
 
  
 

忠
彦 

 
 
  

(

五
） 

蓬
莱
の
城
よ
り
望
む
瀬
戸
の
秋 

 
 
 
 
 
  

た
だ
し
げ 

 
  
 

（
康
） 

讃
岐
路
は
稲
架
が
始
ま
る
ち
ら
ほ
ら
と 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
  

 

（
國
） 

松
虫
と
競
ふ
が
ご
と
く
声
を
張
り 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
け
） 

日
も
落
ち
て
搬
出
急
ぐ
美
術
展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
啓
） 

政
混
沌
と
し
て
桐
一
葉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
啓
） 

◎
十
五
夜
に
群
雲
遊
ぶ
い
つ
ま
で
も 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

（
孤
） 

秋
の
午
後
を
ん
な
ば
か
り
に
歯
科
医
院 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
龍
・ 

◎
ゴ
ス
ペ
ル
の
響
く
教
会
蔦
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

（
孤
） 

 
 
 
 
 

御
殿
場
ゴ
ル
フ 

白
球
の
富
士
に
向
か
ふ
や
鳥
渡
る 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
盛
） 

秋
晴
れ
の
滝
つ
ぼ
に
少
女
手
を
清
め 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
孝
） 

万
博
や
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
秋
日
映
ゆ 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
盛
） 
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山
風
に
遅
速
あ
り
け
り
紅
葉
谷 

 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
く
） 

届
き
た
る
新
酒
の
香
り
胸
お
ど
り 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
允
） 

受
賞
者
の
笑
み
爽
や
か
や
朝
テ
レ
ビ 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 

（
忠
） 

酷
き
夏
く
ぐ
り
抜
け
れ
ば
爽
秋
や 

 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

（
國
） 

水
引
の
紅
（
あ
か
）
濃
く
な
り
ぬ
こ
こ
三
日 

 
 
 

啓
子 

 
 
 

（
隆
） 

小
鳥
来
る
ふ
わ
り
と
羽
根
の
舞
ふ
川
辺 

 
 
 
  

  

仝 
 
 
 

（
ゆ
） 

天
高
し
今
に
残
れ
る
沈
下
橋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
五
） 

風
通
り
一
人
の
闇
に
秋
の
声 

 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 (

啓) 

年
と
れ
ど
玉
蜀
黍
は
か
ぶ
り
つ
く 

 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
ゆ
） 

星
流
る
歴
史
の
重
み
墓
仕
舞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
と
） 

陽
は
昇
り
静
か
に
沈
む
菊
日
和 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
た
） 

大
リ
ー
ガ
ー
の
髭
も
タ
ト
ウ
も
燃
ゆ
る
秋 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
國
） 

 
 
 
 

 
 
 

 

❖
❖
❖
❖
❖ 

【
句
評
・
短
評
】 

十
三
点
句 

伊
那
谷
の
晴
れ
て
全
村
柿
す
だ
れ 

 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
干
柿
大
好
き
人
間
と
し
て
は
何
本
も
の
す
だ
れ
と
な
っ
て
干
さ
れ
て
い
る
柿
を
み
る
と
こ
れ
ぞ
秋
！ 

と
感
じ
ま
す
。
全
村
と
は
圧
巻
！ 

と
み
子
さ
ん
・
・
伊
那
谷
の
晴
れ
や
か
な
暖
か
い
秋
の
日
差
し
が
、
見
え
る
よ
う
で
す
。 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
色
鮮
や
か
な
景
色
で
す
ね
！ 

允
章
さ
ん
・
・
・
晴
れ
渡
っ
た
伊
那
谷
の
青
空
の
下
、
ど
の
村
の
家
々
に
も
真
っ
赤
に
熟
れ
た
干
し
柿
が
吊
る
さ
れ
て 

い
る
。
平
和
で
豊
か
な
秋
の
景
が
見
え
る
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
郊
外
の
街
中
で
も
以
前
は
見
掛
け
た
光
景
、
懐
か
し
い
！ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
小
さ
い
村
が
山
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
村
が
濃
い
黄
色
の
吊
る
し
柿
を
ぶ
ら
さ
げ
て
い
ま
す
。 

綺
麗
で
す
ね
。 

 

十
二
点
句 

子
も
孫
も
他
郷
に
在
り
て
小
鳥
来
る 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
ぃ
ま
で
は
一
族
が
集
う
の
は
正
月
一
回
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
年
は
そ
れ
に
先
立
ち
小
鳥
た
ち 

が
山
地
か
ら
平
野
に
降
り
て
き
て
、
我
々
老
夫
婦
の
ご
機
嫌
伺
い
に
来
て
く
れ
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
皆
ん
な
元
気
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
一
番
と
は
思
い
ま
す
が
、
小
鳥
に
慰
め
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ 

ん
ね
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
庭
に
来
た
小
鳥
に
、
我
家
か
ら
出
て
行
っ
た
子
や
孫
に
思
い
を
馳
せ
る
。
寂
し
さ
が
よ
く
分
か
る
。 

 

八
点
句 

待
宵
や
向
か
い
の
寺
の
鐘
の
音 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
柿
食
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺 

 

正
岡
子
規 

五
郎
太
さ
ん
・
・
十
五
夜
の
前
夜
、
よ
く
あ
る
景
で
す
が
、「
の
」
で
続
く
中
七
の
調
子
が
い
い
。「
向
か
い
」
は
、 

「
向
い
」
の
方
が
い
い
か
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
な
に
や
ら
、
柿
喰
え
ば
・
・
・
の
世
界
で
す
ね
。“
待
宵
”
が
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。 
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天
牛
さ
ん
・
・
・
向
か
い
の
寺
は
大
河
を
は
さ
ん
だ
向
こ
う
岸
の
寺
の
よ
う
に
思
え
て
、
鐘
の
音
に
深
さ
を
感
じ
ま
す

い
い
句
で
す
ね
。 

 

七
点
句 

八
十
歳
あ
っ
と
言
う
間
の
秋
の
暮
れ 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
同
じ
年
代
で
あ
り
、
非
常
に
納
得
感
が
あ
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
お
そ
ら
く
百
歳
で
も
ア
ッ
と
い
う
間
で
し
ょ
う
。
い
つ
の
年
代
に
も
言
え
そ
う
で
す
。
人
生
を
的
確 

に
表
現
し
て
い
ま
す
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
あ
っ
と
い
う
間 

の
繋
ぎ
が
効
い
て
ま
す
ね
。 

鳥
群
る
る
畦
に
転
が
る
捨
案
山
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
俺
が
全
盛
期
な
ら
、
お
前
た
ち
鳥
ど
も
を
追
い
払
う
の
は
朝
飯
前
な
の
に
残
念
だ
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
用
済
み
を
殊
更
強
調
す
る
よ
う
な
情
景
の
中
に
見
出
し
た
詩
情
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
役
割
を
終
え
た
案
山
子
は
次
の
仕
事
ま
で
満
足
そ
う
に
眠
っ
て
い
る
。 

 

六
点
句 

ど
こ
か
ら
も
城
見
ゆ
る
街
鳥
渡
る 

 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
城
下
町
の
た
た
ず
ま
い
や
自
然
の
景
が
、
大
き
く
美
し
い
で
す
。 

秋
の
夜
や
孫
の
ゼ
ッ
ケ
ン
縫
い
付
け
る 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
明
日
は
可
愛
い
孫
の
運
動
会
。
孫
の
シ
ャ
ツ
に
ゼ
ッ
ケ
ン
を
縫
い
付
け
ら
れ
る
と
は
お
婆
ち
ゃ
ん
冥 

利
に
尽
き
る
。 

  

健
介
さ
ん
・
・
・
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
孫
の
成
長
と
活
躍
は
生
き
甲
斐
。 

あ
か
あ
か
と
富
士
を
染
め
た
る
秋
夕
焼 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
太
陽
の
光
を
受
け
て
暗
赤
色
に
色
つ
い
て
見
え
る
富
士
山
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
日
本
画
の
よ
う
な
良
い
景
色
で
す
ね
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
我
が
家
か
ら
も
富
士
山
が
観
ら
れ
ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
た
空
を
バ
ッ
ク
に
富
士
の
シ
ル 

エ
ッ
ト
が
浮
か
び
上
が
る
こ
の
時
間
。
い
つ
も
う
っ
と
り
と
観
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
赤
富
士
の
夕
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
母
の
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
針
仕
事
は
母
の
専
売
特
許
で
し
た
。 

 

五
点
句 

浮
き
雲
の
白
さ
軽
さ
も
秋
の
空 

 
 
 
 
 
 
 
  

國
護 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
白
さ
軽
さ
が
巧
み
で
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
中
七
の
表
現
が
秀
逸
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
爽
快
！
気
持
ち
の
良
い
秋
の
日
！ 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
白
さ
軽
さ
」
へ
の
着
眼
の
素
晴
ら
し
さ
。 

穂
を
な
す
も
花
を
な
す
の
も
秋
の
草 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
す
す
き
、
お
み
な
え
し
、
萩
等
秋
の
草
は
楚
々
と
し
て
い
て
詩
心
を
誘
う
？
？
？ 

康
敏
さ
ん
・
・
・
秋
草
の
様
子
を
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
穂
も
秋
な
ら
で
は
の
風
情
。 
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四
点
句 

海
峡
の
大
橋
渡
る
今
日
の
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
景
色
が
大
き
い
、
人
工
と
自
然
の
配
合
を
頂
き
ま
し
た
。 

秋
う
ら
ら
手
品
の
た
ね
は
明
か
す
ま
じ 

 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
楽
し
い
句
、「
う
ら
ら
」
が
仮
名
書
き
な
の
も
優
し
く
て
い
い
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
き
っ
と
家
族
の
前
で
披
露
さ
れ
て
い
る
手
品
。
ネ
タ
は
明
か
す
ま
で
も
な
く
バ
レ
バ
レ
だ
っ
た
り
し 

て
。 

林
檎
食
べ
集
団
疎
開
思
い
出
す 

 
 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
長
野
の
お
寺
に
親
と
別
れ
子
供
だ
け
が
収
容
さ
れ
て
。
殊
に
夜
は
寂
し
く
て
心
細
か
っ
た
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
元
上
司
は
、
義
宮
（
よ
し
の
み
や 

常
陸
宮
親
王
殿
下
）
様
ら
ご
学
友
と
日
光
に
疎
開
し
た
と
。 

上
皇
陛
下
は
さ
ら
に
奥
へ
疎
開
さ
れ
た
。
義
宮
様
が
缶
詰
を
お
持
ち
で
、
そ
れ
を
召
し
上
が
り
お
腹 

を
こ
わ
さ
れ
た
と
昔
話
を
聞
い
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
素
朴
な
林
檎
を
た
べ
た
、
食
糧
不
足
の
時
代
を
思
い
返
し
て
い
る
人
は
幾
つ
で
し
ょ
う
か
。
九
十
過 

ぎ
た
私
も
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

 

三
点
句 

月
見
酒
静
か
な
夜
に
酔
い
し
れ
て 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
月
見
に
団
子
」
な
ら
ぬ
「
月
見
に
一
杯
」
は
乙
な
も
の
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
歳
を
取
る
と 

美
形
の
お
酌
も
要
ら
な
い 

有
り
難
い
幸
せ 

古
書
街
に
観
光
バ
ス
の
止
ま
る
秋 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
古
書
街
に
観
光
バ
ス
と
は
珍
し
い
。
古
書
祭
で
も
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
古
書
好
き
に
は
た
ま 

ら
な
い
。 

昇
さ
ん
・
・
・
・
神
保
町
の
秋
の
古
本
ま
つ
り
。
私
も
好
き
で
よ
く
行
き
ま
し
た
。
外
国
人
観
光
客
の
バ
ス
が
止
ま 

る
時
代
に
な
っ
た
と
は
。
意
外
性
の
あ
る
句
。 

黒
紙
に
き
の
こ
の
胞
子
昼
の
月 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
き
の
こ
の
不
思
議
、
胞
子
の
不
思
議
、NHK

『
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
』
の
世
界
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
胞
子
紋
と
や
ら
何
の
た
め
の
観
察
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
面
白
い
取
合
わ
せ
。「
昼
の
月
」
は
季
語 

と
は
し
な
い
も
の
と
理
解
。 

長
皿
を
は
み
出
す
秋
刀
魚
築
地
も
の 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
今
年
の
秋
刀
魚
は
大
ぶ
り
で
す
ね
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
今
年
は
、
お
店
で
丸
々
太
っ
た
大
き
な
秋
刀
魚
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。 

「
長
皿
に
身
を
余
す
ほ
ど
秋
刀
魚
か
な
」
で
も
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
今
年
の
秋
の
魚
は
成
長
が
良
く
太
っ
て
い
ま
す
。
大
き
い
で
す
。
特
性
の
皿
も
小
さ
く
て
間
に
あ
は 

な
か
っ
た
。
築
地
も
の
が
き
い
て
い
ま
す
ね
。 

秋
晴
れ
や
初
孫
入
れ
る
旅
の
風
呂 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
ま
だ
首
も
座
っ
て
い
な
い
こ
ん
な
華
奢
な
赤
子
を
私
が
風
呂
へ
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
心
配
だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
人
生
の
最
高
に
幸
せ
な
時
間
で
す
ね
！ 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
旅
の
風
呂
が
面
白
い
で
す
。 

身
に
入
む
る
柱
の
傷
や
ペ
ッ
ト
ロ
ス   

  
 
 
  
 

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
愛
犬
が
生
前
引
っ
掻
い
た
柱
の
傷
を
見
る
た
び
に
、
し
み
じ
み
と
も
の
の
憐
れ
を
感
じ
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
ペ
ッ
ト
ロ
ス
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
母
を
秋
に
亡
く
し
ま
し
た
の 

で
、
秋
に
な
る
と
母
ロ
ス
が
身
に
入
み
ま
す
。「
身
に
入
む
や
愛
犬
（
猫
）
遺
す
柱
傷
」
で
も
。 
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ひ
と
刷
毛
の
心
安
ら
ぐ
秋
の
雲 

   
   

      
 
 
  

昇 
 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
年
経
る
ほ
ど
に
、
ひ
と
刷
毛
の
潔
さ
、
に
心
安
ら
ぎ
ま
す
。 

検
診
の
医
師
の
つ
ぶ
や
き
そ
ぞ
ろ
寒   

         
   

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
医
師
の
見
立
て
は
さ
ほ
ど
重
篤
な
も
の
で
は
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
緊
急
処
置
を
し
た
方
が
よ
い
と 

の
こ
と
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
ド
ク
タ
ー
は
何
を
考
え
て
い
る
か
判
ら
な
い
が
、
気
に
し
な
い
事
。 

頬
撫
づ
る
色
な
き
風
の
忍
び
寄
る 

 
 
 
 
 
  
 
 

昇 
 
 
 
 

三
恵
さ
ん
・
・
・
季
語
が
わ
か
ら
ず
、
恥
か
し
な
が
ら
早
速
調
べ
ま
し
た
。
秋
の
風
は
眼
に
は
み
え
ず
、
寂
し
気
な
静 

け
さ
を
表
現
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ま
さ
し
く
日
本
人
独
独
の
感
性
と
美
意
識
が
想
起
さ 

れ
ま
す
。「
秋
き
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か
に…

」
古
今
和
歌
集
に
も
通
じ
ま
す
ね
。 

秋
祭
少
年
剣
士
は
獅
子
と
舞
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
今
や
少
数
派
の
剣
道
男
子
？
日
頃
の
鍛
錬
を
獅
子
と
共
に
披
露
す
る
姿
が
微
笑
ま
し
い
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
少
年
剣
士
と
獅
子
の
取
り
合
せ
を 

新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
凛
々
し
い
少
年
剣
士
が
秋
の
祭
に
相
応
し
い
。 

 

二
点
句 

掛
布
団
急
に
取
り
出
す
秋
の
夜 

 
 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
状
況
が
良
く
理
解
で
き
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
本
当
に
寒
気
が
急
に
来
ま
し
た
。「
秋
の
夜
急
に
引
き
出
す
掛
け
布
団
」
で
も 

秋
の
通
夜
ひ
孫
五
人
に
救
わ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
今
ど
き
な
ん
と
い
う
お
幸
せ
な
方
。 

秋
澄
め
り
終
の
万
年
筆
に
会
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
僕
は
万
年
筆
好
き
な
の
で
、
こ
の
句
が
気
に
入
り
ま
し
た
。
色
々
な
万
年
筆
を
経
験
し
た
が
、
年
を 

取
っ
て
最
後
に
満
足
出
来
る
も
の
に
出
会
っ
た
満
足
感
が
、
秋
澄
め
り
に
表
れ
て
い
ま
す
。 

月
光
の
間
暗
き
に
浮
か
ぶ
帯
模
様 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
見
事
な
考
え
込
ま
せ
る
情
景
で
す
。
私
は
先
月
表
れ
た
名
月
を
ス
マ
ホ
に
撮
り 
次
の
芭
蕉
句
を 

添
え
て
メ
ル
友
へ
の
ご
挨
拶
と
し
ま
し
た
。 

❮

お
も
か
げ
や
姥
ひ
と
り
な
く
月
の
友❯

 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
凄
愴
な
美
。
た
だ
し
間
暗
き
」
に
措
辞
と
し
て
ち
ょ
っ
と
違
和
感
。 

劇
場
前
落
ち
銀
杏
の
匂
ひ
お
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
東
京
都
の
木
で
す
か
ら
、
東
京
は
い
ろ
ん
な
場
所
に
銀
杏
の
木
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
か
ま
は
ず 

匂
い
を
放
ち
ま
す
。 

金
毘
羅
の
神
輿
の
渡
御
や
夜
深
し 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
金
比
羅
さ
ん
の
例
大
祭
の
御
渡
御
は
、
本
堂
よ
り
神
事
場
ま
で
の
２
キ
ロ
を50

0

人
の
神
輿
行
列
が 

続
く
。
下
五
の
「
夜
深
し
」
が
効
い
て
い
る
。 

秋
晴
れ
や
牧
師
の
笑
み
の
過
ぎ
に
け
り 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
清
潔
な
牧
師
が
清
ら
か
な
笑
み
を
み
せ
て
く
れ
る
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
で
す
ね
。 

信
濃
路
や
続
く
鐘
の
音
秋
の
山 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

宅
急
便
嬉
し
干
柿
故
郷
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
祖
母
存
命
中
は
、
秋
の
到
来
は
梨
や
笹
団
子
の
到
来
で
も
あ
り
、
嬉
し
か
っ
た
記
憶
で
す
。 

不
意
打
ち
の
み
じ
か
き
一
生
墓
あ
ら
う 

 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
事
故
か
病
気
か
そ
れ
と
も
戦
争
か
、
気
の
毒
な
こ
と
で
し
た
。 
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仏
壇
に
背
高
き
薄
（
す
す
き
）
西
日
射
す 

 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 

 
※
康
敏
さ
ん
・
・
・
薄
と
西
日
（
夏
）
の
季
重
な
り
で
す
。 

 

一
点
句 

秋
立
ち
ぬ
高
さ
の
違
う
今
朝
の
風 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
観
察
の
鋭
さ
、
あ
る
い
は
感
覚
の
豊
か
さ
。
風
の
音
で
は
な
く
、
風
の
高
さ
で
秋
を
感
じ
る
詩
人
。 

蓬
莱
の
城
よ
り
望
む
瀬
戸
の
秋 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
讃
岐
の
丸
亀
城
（
蓬
莱
城
）
か
ら
瀬
戸
内
海
の
眺
望
は
四
季
を
通
し
て 

す
ば
ら
し
い
。 

日
も
落
ち
て
搬
出
急
ぐ
美
術
展 

 
 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
今
日
で
こ
の
美
術
展
も
終
わ
り
。
美
術
館
で
は
明
日
以
降
の
別
の
展
示
準
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

出
品
し
た
画
廊
の
人
、
運
搬
の
プ
ロ
た
ち
の
慌
た
だ
し
さ
が
描
か
れ
る
美
術
館
の
裏
手
。
芸
術
の
秋 

だ
な
あ
と
感
じ
ま
す
。 

十
五
夜
に
群
雲
遊
ぶ
い
つ
ま
で
も 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
折
角
名
月
を
賞
で
よ
う
と
思
っ
て
待
っ
て
い
た
の
に
。
早
く
雲
が
切
れ
て
ほ
し
い
。 

ゴ
ス
ペ
ル
の
響
く
教
会
蔦
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
掌
状
で
鮮
や
か
な
蔦 

紅
葉
は
、
教
会
の
外
壁
や
塀
に
よ
く
映
え
る
。 

 
 
 
 
 

御
殿
場
ゴ
ル
フ 

白
球
の
富
士
に
向
か
ふ
や
鳥
渡
る 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
遠
い
日
に
富
士
裾
野
の
ゴ
ル
フ
場
で
楽
し
ん
だ
日
々
が
懐
か
し
い
。 

秋
晴
れ
の
滝
つ
ぼ
に
少
女
手
を
清
め 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

※
康
敏
さ
ん
・
・
・
秋
晴
と
滝
壺
（
夏
）
の
季
重
な
り
で
す
。 

水
引
の
紅
（
あ
か
）
濃
く
な
り
ぬ
こ
こ
三
日 

 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
確
か
に
、
山
野
草
の
水
引
の
紅
白
は
秋
ら
し
い
。「
藪
中
に
紅
白
ま
ぶ
し
水
引
草
」
で
も 

小
鳥
来
る
ふ
わ
り
と
羽
根
の
舞
ふ
川
辺 

 
 
 
  

 

啓
子 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
ふ
わ
り
と
羽
の
、
の
表
現
が
見
事
で
す
。 

天
高
し
今
に
残
れ
る
沈
下
橋 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

亜
也 

 
 
 

 

五
郎
太
さ
ん
・
・
山
奥
の
川
に
沈
ん
だ
木
橋
を
想
像
し
ま
し
た
が
、
四
万
十
川
に
沢
山
あ
る
手
す
り
の
な
い
コ
ン
ク 

リ
ー
ト
橋
で
し
ょ
う
と
教
わ
り
ま
し
た
。 

風
通
り
一
人
の
闇
に
秋
の
声 

 
 
 
 
 
  

  

け
い
子 

 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
・
誰
し
も
が
持
つ
多
様
な
「
闇
」。
澄
ん
だ
風
が
通
り
抜
け
る
夕
間
暮
れ
の
帰
り
道
、
な
ぜ
か
こ
の
闇 

が
心
を
よ
ぎ
る
。 

年
と
れ
ど
玉
蜀
黍
は
か
ぶ
り
つ
く 

 
 
 
 
 
  
 

天
牛 

 
 
 
 
 

ゆ
た
か
さ
ん
・
・
情
景
が
お
も
し
ろ
い
で
す
。 

星
流
る
歴
史
の
重
み
墓
仕
舞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
・
季
語
が
よ
く
効
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

陽
は
昇
り
静
か
に
沈
む
菊
日
和 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
秋
の
朝
の
感
じ
を
上
手
に
詠
ん
で
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ❖
❖
❖
❖
❖ 
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【
次
回
青
葉
会
・
青
葉
会
初
句
会
】 

◎
十
一
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
一
時
～ 

 
 

於
：
世
田
谷
区
施
設 

三
軒
茶
屋
し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階 

ご
出
句
：
ご
出
席
予
定
の
方
は
五
句 

ご
投
句
の
方
は
二
句
を
目
処
と
し
て
、
星
田
宛
お
送
り
下
さ
い
。 

 
 

ご
出
句
締
め
切
り
：
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
中 

 

◎
令
和
七
年
青
葉
会
納
会 
十
二
月
十
八
日
（
第
三
木
曜
日
） 

午
後
一
時
～ 

 

句
会 

 

世
田
谷
区
施
設
三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
６
階 

ビ
ー
ナ
ス 

※
ご
出
席
の
方
は
、
５
句
、
ご
投
句
の
方
は
２
句
を
目
処
と
し
て 

 

十
二
月
十
四
日
（
日
）
中
ま
で
に
、
星
田
宛
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

午
後
四
時
半
～ 

納
会
忘
年
会 
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館
に
て
例
年
同
様
忘
年
会
を
催
行 

 
 
 
 
 
 
 

※
会
費 

一
万
円
申
し
受
け
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

※
ご
予
定
繰
り
合
わ
せ
て
頂
き
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

ご
出
席
い
た
だ
け
る
方
は
、
十
二
月
十
一
日
（
第
二
木
曜
日
）
ま
で
に
、
星
田
ま 

で
お
申
し
越
し
頂
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◎
令
和
八
年
初
句
会
は 

令
和
七
年
一
月
二
十
二
日
（
木
）
於
：
丸
紅
本
社
４
階 

会
議
室 

を
予
定
。 

 
 
 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§ 

 

【
青
葉
会
報
】 

一
、 

令
和
七
年
十
月
青
葉
会
は
、
九
名
の
ご
出
席
で
し
た
が
、
孤
舟
選
者
か
ら
未
だ
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
ご
入
院
中

に
拘
わ
ら
ず
、
選
句
だ
け
で
も
と
の
お
気
持
ち
を
い
た
だ
だ
き
、
通
常
と
変
わ
ら
ぬ
十
句
の
選
句
を
頂
戴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
上
を
以
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
そ
の
後
の
ご
様
子
を
伺
い
ま
す
と
、

順
調
な
回
復
と
言
っ
て
よ
ろ
し
い
よ
う
で
、
現
状
で
は
予
定
よ
り
少
し
早
め
の
十
二
月
初
旬
に
は
ご
退
院
の

予
定
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
充
分
に
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
ら
れ
、
ご
無
事
な
ご
退
院
を
と
お
祈
り
致
し
ま

す
。 

 

二
、 

句
会
の
結
果
は
、
ご
覧
の
よ
う
に
、
先
月
に
似
て
満
遍
な
く
票
が
分
か
れ
る
局
面
も
見
ら
れ
、
一
点
句
は
全

七
十
一
句
中
二
十
四
句
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
自
由
の
気
風
あ
る
青
葉
会
ら
し
い
全
体
結
果
と
言
え
る
か

と
も
見
え
る
気
が
致
し
ま
す
が
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

そ
う
し
た
中
で
、
十
三
点
の
高
得
点
に
康
敏
さ
ん
、
次
点
の
十
二
点
に
堂
哉
さ
ん
、
次
は
点
数
の
間
が
空
い

て
八
点
に
正
己
さ
ん
。
正
己
さ
ん
は
三
年
目
に
入
っ
た
ば
か
り
。
こ
れ
ま
で
の
中
で
ご
自
身
い
ち
ば
ん
の
高

得
点
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
ろ
そ
ろ
五
年
目
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
、
國
護
さ
ん
の
佳
句
、

今
回
ご
出
句
五
句
の
内
二
句
が
五
点
を
獲
得
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
関
係
者
近
詠
】 

無
人
駅
に
夏
草
喘
ぎ
廃
線
論 

 
 
 
 
 
 

眞
希
子 

炎
昼
の
ビ
ル
の
谷
縫
ふ
バ
イ
ク
便 

 
 
 
 
 
 

仝 

「
病
め
る
時
も
」
今
ぞ
そ
の
時
カ
ン
ナ
燃
ゆ 

 
 

仝 
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正
座
し
て
小
さ
な
裸
足
動
き
詰
め 

 
 
 
 
 
 

仝 

ホ
ス
ピ
ス
の
門
限
大
目
大
西
日 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
藁
焼
き
へ
は
た
く
財
布
や
初
鰹 

 
 
 
 
 
 

弘
子 

古
本
屋
に
沈
む
古
本
栗
花
落
か
な 

 
 
 
 
 
 

仝 

形
代
の
姉
の
名
太
く
書
直
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 

形
代
の
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
へ
命
吹
く 

 
 
 
 
 
 

仝 

戦
争
を
蠅
打
つ
ご
と
く
報
道
官 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

悪
童
の
水
鉄
砲
捨
て
カ
タ
バ
ル
ト 

 
 
 
 
 
 

仝 

浅
間
嶺
に
と
ろ
り
と
か
か
る
夏
至
の
雲 

 
 
 
 

仝 

 
 

人
生
に
深
き
淵
あ
り
蝉
し
ぐ
れ 

 
 
 
 
 
 

青
史
（
陽
亮
） 

出
藍
の
誉
れ
老
い
た
り
夏
の
雲 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

か
は
せ
み
や
水
と
光
と
光
と
水
と 

 
 
 
 
 
 

仝 

無
花
果
を
握
れ
ば
い
の
ち
こ
ぼ
る
る
よ 

 
 
 
 

仝 

蝉
去
り
ぬ
チ
ッ
と
舌
打
ち
一
つ
し
て 

 
 
 
 
 

仝 

帰
省
の
児
部
屋
の
汚
れ
を
う
る
さ
く
言
ふ 

 
 
 

仝 

深
き
友
浅
く
消
え
た
り
糸
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 

仝 

  

令
和
七
年
十
一
月
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 


